公務員参加型地域おこしのススメ

１　公務員のあり方を原点（住民本位）に立ち返って考え直す（初心を忘れない、ＡＢＣ）

　　→組織管理、人事政策（採用、新人教育、研修、人事配置、人事評価など）、仕事のやり方、改善・改革の方法
　　
２　公務員の最終ミッションの再確認（分業型社会の共通テーマ）

　　二次的ミッションと最終ミッションをはき違えないよう留意。民間企業は市場評価で自然に実現

３　現場主義の方法論（歩く、見る、聞く、具体の問題解決をする）

４　百の理屈より一つの実践（スモールサクセスにより住民の信頼を得る）

５　小さな改善ができない人に大きな改革はできない（常に一歩前進する気持ちが大切）

６　地方主権時代の公務員像（答えはタテではなくヨコにある）

　　自分で分析し、考え、企画し、実行する→その分野のエキスパートになる→他の職場でも活躍する

７　人材育成がポイント

８　自分の時間、お金を使ってでも勉強

９　日本中どこでも通用するプロの公務員に

１０　公務員と地域活動

　　　地域活動に求められる人材のなかで、公務員は非常に重要な位置を占める

１１　佐賀県のプラスワン運動（リーダーが主唱、将来的には人事政策に反映？）

１２　７５歳までのライフワークにつながるものを

１３　新人教育が肝心

１４　財源や予算がなくてもできる地域活性化

　　　集落・地区の見守り活動、地域活動への参加、愛郷運動、一人一地域ファンづくり運動


１５　公務員参加型地域おこしのススメ

１６　住民総出の地域おこし

１７　地域おこし人の育成

１８　縦横ナナメに人材育成、ネットワーク、交流

１９　人材育成手法の標準化、体系化
